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●環境モデル都市（2008～ 2013～）

都市・地域での一体的な低炭素化の取組み
●低炭素都市推進協議会●低炭素都市づくりベストプラクティス
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内閣府が進める地方創生の未来都市事業
環境モデル都市、環境未来都市・SDGs未来都市

●環境未来都市（2011～）

世界に冠たる「環境・未来構想」の作成と集中
投資で、成功事例を作り、国内普及・国際展開

●SDGs未来都市・自治体SDGs
モデル事業（2018～）

自治体によるＳＤＧｓの達成に向けた
取組を公募し、「ＳＤＧｓ未来都市」を
選定し、自治体ＳＤＧｓ推進関係省庁
タスクフォースにより強力に支援する。



復興・再生創造プロセスにおける短期・中長期の技術・政策パッケージ例

復
旧

住
宅
・
都
市

産
業

野菜工場展開

防災集合住宅

石炭火力発電→木質混焼

多核・コンパクト型
都市・産業空間の
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林
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鉄道復旧駅前開発事業

宅地造成

防潮堤建設

鉄道・高速道路復旧

第2段階；
再生期の地域の

スコープ（2015~2025）

第一段階
復興初動期
の地域の

スコープ
（~2015頃）

2015 2025 2050

既存住宅・施設
の立地誘導

高効率農林業生産・加工ｼｽﾃﾑ

スマートコミュニティ

防災ｴﾈﾙｷﾞｰ拠点

LNG基地－LNG火力

スマートハイブリッド
（環境と暮し）ネットワーク

バイオマス利用

人口減少対応

復興環境都市拠点と
環境産業拠点の形成

第３段階；

創造期の地域のス
コープ（～2050） 3

復興・再生とともに変化する地域整備のニー
ズに応える、多様な技術・政策パッケージ
の構築とその統合評価の手法が必要

再生可能エネルギー

都市・産業と

農林水産業が
連携する復興
地域の創造

低炭素コンビナート

分散エネルギーシステム



国立環境研究所 環境創生研究プログラム・研究の枠組み

•先導的な空間計画と環境事業の計画と実現

○拠点事業支援

•県、市町村と連携体制による復興事業

のスキーム構築と支援

○地域モデルによるシナリオ開発

○地域の環境・社会診断

•被災状況、復興計画等地データ
ベースを開発

○復興ニーズに応える事業設計支援

○双方向型地域情報システム開発

•情報通信技術を活用した復興コミュニ

ティ生活支援手法を開発

○参加型の環境事業、活用事業

•地域情報のリアルタイム計測による環境

行動支援

•環境産業の効果も含め、地域の人口・
経済を推計

PJ1
環境創生の

地域情報シス
テムの開発

PJ2
環境創生の
地域シナリオ
解析モデルの

開発

PJ3
参加型の

環境創生手
法の開発と

実装

○地域対話システム支援

•参加型省エネ
キャンペーン

○復興の将来ビジョン
策定支援

•計画・政策への反映
•ワークショップ、環境学習

○復興拠点事業計画支援

•リアルタイム需給調整
•低炭素エネルギー導入

•自治体からのリアルタイム
情報発信
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・福島県浜通り、双相地域の復興特性をふまえた産業⽴地、⼈⼝復帰、都
市施設整備簿代替的な将来シナリオの算定システムの開発
・地域統合評価モデル（福島AIM）を活⽤する将来の⼈⼝・産業構造シナ
リオモデル
・⼈⼝・産業構造シナリオ下での⼟地利⽤誘導、復興⽴地シナリオモデル
・空間特性の代替的な将来シナリオ下での技術選定、効果算定アセスメン
トモデル
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福島県、浜通りの環境創⽣の未来シナリオシミュレーション



2011 2030 2050

地域経済活動

資源循環の
地域拠点 他

ベースラインの成長目標（市場メ
カニズムと現状の財源条件等で

の基本的な地域成長）
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持続可能経済力
例えば

（「経済成長」―
「環境負荷発生
の社会負担」
温室効果ガス
資源消費 等

地域
社会力
上乗せ

低炭素エネル
ギー供給拠点

魅力のある
地域システム

ベース
成長

SDGsの計画ｱﾌﾟﾛｰﾁ（ﾊﾞｯｸｷｬｽﾃｨﾝｸ）ﾞ
・低炭素・多元的な価値の客観的評価と総合的な評価尺度
・定量化、地図化による見える化による合意形成・参画支援

SDGsの自治体支援体制、支援ツールSDGsの自治体支援体制、支援ツール

SDGsの普遍

的・包摂的・
統合的効果

・地域エネルギー、
地方創生等の事業
効果
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地域のマクロ計画シナリオを分析するモデル

地域統合評価モデルの一つとして人口・経済を推計するモデルを開発した。
産業の波及効果や町外との通勤も考慮し、産業・雇用・人口の将来像を推計する。
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85_Over

女性 男性

産業の労働需要から雇用を求める

人口に見合う
生産額を求める

産業誘致・農業
振興施策等から
想定する

町外への通勤、町外からの通勤を含む
通勤パターンを推計する

雇用と前期の人口、
出生・死亡要因から
居住人口を求める

国立環境研五味
主任研作成（2016）



将来シナリオと復興のロードマップの構築
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2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

人

人口維持シナリオ

なりゆきシナリオ

環境・エネルギー産業、製
造業の雇用維持・拡大

町内の消費拡大

農林水産業の振興・回復

子育て支援による
出生率向上

就業者の定住促進

なりゆきと比較した
人口増加への貢献度

• 新地町の人口目標達成と具体的取り組みの根拠を示す

• 人口維持に必要な各分野の施策の目標水準を分析。環境・エネルギー産業の貢献度も。

• さらに人口維持しつつ低炭素となる技術シナリオを構築。
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人口維持×低炭素
シナリオ 2005年比‐70%

地域エネ
システム

太陽光等

省エネ等

技術シナリオの推計

人口シナリオの推計

2016年3⽉策定の新地町⼈⼝ビ
ジョン・総合戦略に反映。

⼈⼝維持・産業振興のもとでも地域全体
を低炭素化する技術シナリオを推計。



・ 地域統合評価モデル(浜通り北部地域スナップショットモデル)
・ 対象とする自治体、事業対象地域における産業波及効果や町外通勤を考慮し、

産業・雇用・人口の将来像を推計
・ この結果を利用して自治体、企業担当者に提供して将来ゴールを設定を支援。

SDGs計画と評価をサポートする地域統合評価モデル

9

自治体、企業担当
者との協議で目標
を選択的に設定

将来シナリオから
地域優先課題とな
る事象を定量化
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SDGs未来都市でのシナジー効果の定量化ツール

地域エネル
ギーから展開

するSDGｓ
未来都市

流域マネジメ
ントから展開

するSDGｓ
未来都市



◆ｽﾏｰﾄ・ウェルネス
• スマート⻑寿健康サービス
• ロボット、ドローン配送
• スマートパーソナルモニタ
リング 等

福島の再生と未来志向の実現要素の検討例（案）

◆エネルギー集約型産業
の低炭素コンビナート
• 素材型産業の広域拠点
• LNG基地の冷熱ビジネス
• LNG⽕⼒発電の地産地消型熱
電併給

• LNGパイプラインでの減圧分
散供給の地産地消クラスター

• ⾼効率CCS事業による0炭素化

◆循環素材
• バイオプラスチック等

◆循環経済の実現を側⾯か
らサポートする技術
• 静脈物流を主としたロジスティ
クスの最適化

• シェアリング・エコノミー
• モノのサービス化

◆ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ･ﾙｰﾌﾟ･ﾘｻｲｸﾙ
• ⾼付加価値リサイクル
• ソーティングセンター
• 太陽光パネルリサイクル拠点

EV蓄電池リユース拠点 等

◆スマートモビリティ
• MAAS（Mobility-as-a-
Service）

• 公共交通ネットワーク
• 渋滞予測、信号機制御
• 公共カーシェアリング

◆クラウドEV都市
• ⽔素ステーションコンパク
トまちづくり

• EVクラウド蓄電

◆⽔素エネルギー
• CO2フリー⽔素製造
• ⽔素製造拠点
• ⽔素ストレージ 等

◆⼤規模再⽣エネ
• メガ、メソソーラー
• ⾵⼒（陸上・洋上）
• バイオマス（森林、メタ
ン、藻類、バイオ燃料、）
ブルーカーボン 等

◆⼈材育成・教育
• ⼤学拠点オフィス誘致
• SDGs政策プラット
フォーム

◆未来志向のグリーン
地域ファイナンス
• 事業化⽀援拠点 TIF債等
• ESG投資
• グリーンボンド、ﾌｧﾅﾝｽ
• 実質RE100企業誘致 等

◆復興ビジネス・科学観光
• 浜通りの復興事業、まちづくり再
⽣、ｴﾈﾙｷﾞｰ、産業開発拠点のﾈｯﾄﾜｰ
ｸ観光、⾃然公園の低炭素観光

◆脱化⽯型ｺﾝﾊﾟｸﾄﾈｯﾄﾜｰｸ
• ⻑期的な視点でのコンパクト
ゾーニングとネットワーク
サービス

• 都市産業共⽣地区の形成

◆復興再⽣資材を⽤いた放
射線量低減型国⼟再⽣事業

◆安⼼安全の復興・放射性廃棄物等の情報共有ネットワーク
• 中間貯蔵 ・特定廃棄物処理
• 放射能監視テレメータシステム等との連携
• リスクコミュニケーション ・放射能⾵評解決情報システム
• 復興リアルタイム情報共有
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◆気候変動への適応
• 戦略的市街地コンパクト化
• 地域適応コンソーシアム
• 防災基盤建設

◆ハイブリッド交通
・⾃動運転ネットワーク
・パーソナルモビリティ、
バリアフリー歩⾏ネット
ワーク

◆情報ネットワークを活
⽤する地域絆
• ICTを活⽤する地区内地区間コ
ミュニケーション

• ICTを活⽤する公共サービス
• 遠隔ふるさと⽀援システム

復興・再⽣の情報インフラ
ﾅﾚｯｼﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

交通・
まちづくり

地域
ｴﾈﾙｷﾞｰ

循環共⽣
型産業

2030 2040 2050
福島再⽣･未来ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・未来志向の環境創造型復興
・脱化⽯によるCO2排出ゼロ地域
・脱化⽯産業集積による⼈⼝回復・地域活性化

・未来志向の環境創造型復興
・脱化⽯によるCO2排出ゼロ地域
・脱化⽯産業集積による⼈⼝回復・地域活性化

◆産業共⽣型スマートア
グリ施設農業システム
• 育成リスク情報ネットワーク
• 消費者、流通リアルタイム情
報ネットワーク

• トリジェネレーションによる
熱電炭酸ガス供給

• 加⼯販売を含む6次産業化ビ
ジネス

◆スタットベルゲ型ス
マートシティ
• DR、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｸﾞﾘｯﾄﾞ
• 熱ｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ
• Society5.0型地域サービス

◆カスケード⽊質社会
• 森林除染・⽊材分別技術
• 建設資材利⽤システム
（CLT、集成材、内装材,クラ
フト材）

• 熱電併給バイオマスｴﾈﾙｷﾞｰ
• ⽊質コンパクト都市



②１７のゴールに拠る地域
の将来ターゲットの設定

地域の包摂的な目標設計
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SDGs未来都市の実践の手順
地域診断から目標設定、処方箋設計、評価

SDGs未来都市の実践の手順
地域診断から目標設定、処方箋設計、評価

①地域の１７の分野

ごとの現状分析

課題と長所の把握

③地域ごとの処方箋（ソリュ
ーション）の計画と評価

統合的な事業デザイン
参画型の評価プロセス

④

分野を
横断
する
検討・
計画・
運営
体制

⑤

普遍

性を

持つ

・論理

・手法

・地方創
生事業



まちづくりと産業が共生する復興

③拠点事業計画

②空間計画

空間構造を含む
まちづくりの計画

・ 集約的土地利用

・ 地域熱エネルギー網

・ 複合集約型拠点地区

①マクロ計画
・ 人口、住宅、雇用

・ 拠点施設、産業集積

・ 地域エネルギー供給

地域特性を活か
した将来の方針

・ ゾーニング、立地誘導

・ 地区エネルギー事業

・ 低炭素型の産業

高い地域効果が
期待される事業

( )

なりゆきシナリオ

LNG立地シナリオ

産業振興シナリオ

環境産業共生シナリオ

事業可能性

将来予測
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SDGs 計画評価を支援する地域統合評価モデルのフレーム
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【2】空間・土地利用モデル

【1】社会経済マクロモデル

住宅・都市系
空間分布

マネジメント

工業系
空間分布

マネジメント

地域分
散エネ
ルギー
モデル

地域
交通

モデル

産業
共生

モデル

建物
更新

モデル

資源
循環

モデル

人口・産業活動

【3】
分野別
要素

モデル群

人口・従業者分布、工場立地

350 300 250 200 150 100 50 0 50 100 150 200 250 300

00_04
05_09
10_14
15_19
20_24
25_29
30_34
35_39
40_44
45_49
50_54
55_59
60_64
65_69
70_74
75_79
80_84

85_Over

女性 男性

【1】人口、経済活動の
将来像を推計

【2】都市の空間構造や

工場立地の推移
を推計

【3】各分野の環境対

策効果と課題を
分析

• ３層の構造からなる統合評価モデルのフレームワークを構築

• 地域全体の将来像、空間分布、各分野の環境対策を整合的に分析する手法を開発

• 福島県内の３地域（浜通り北部、郡山地域、会津地域）で将来シナリオの分析を開始

本フレームワーク及びモデル群の開発は、環境省「平成28年度CO2
テクノロジーアセスメント推進委託業務」の成果の一部である。

会津地域

浜通り北部地域

郡山・田村地域

人口分布、鉄道、道路（現状）



コンパクト都市によるSDGs効果の算定結果例
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 2010年から2050年を対象に集約化計
算を4シナリオを実施。

計算の結果、シナリオ β‐1 の拠点数は
13箇所、シナリオ β‐2の拠点数は3箇
所と選定。

地域交通事業は、αからβ‐2にかけて

要件を達成するメッシュが増加すると
ともに対象となる人口・従業者も増加
する。

地域エネルギー事業は、β‐2が事業導
入の対象床面積が最も大きい。

① 2050年BAU ② 2050年α

③ 2050年β‐1 ④ 2050年β‐2

22

22

19

16

9

9

8

7

4

4

4

5

3

3

3

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

0

0

0

0

市街化区域内における地域交通事業導入の対象人口（万人）

人口（対象） 従業者数（対象） 人口（対象外） 従業者数（対象外）

69

21

241

33

281

112

382

738

586

531

0 200 400 600 800 1000 1200

2050年(β‐2)

2050年(β‐1)

2050年(α)

2050年(BAU)

13拠点地区内における地域エネルギー

事業導入の対象延床面積（万m2）

戸建（対象） 集合（対象） 業務（対象） 対象外
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CO2排出量の試算例
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ギーコスト削減の可能性

産業



福島県新地町における熱電併給地域エネルギー事業
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LNG基地

まちづくりとの一体的な推進：
低炭素効果・事業性を高める「自律分散型・地域エネルギーシステム」実現

熱
電気

将来的な事業
拡大の検討

スマートエネルギー
ネットワークの検討

施設農業

住宅

地
域
利
用

•コジェネによる電熱併給
•地域周辺の施設の運営

エネルギーセンタ－

熱電需要を持つ施設の立地
（ホテル、温浴、施設農業、住宅他）

ホテル温浴施設

新地スマートエナジー株式会社 出資金5000万
町、7社＋金融機関
2015年-16年環境省、経産省FS事業、2017年構築事業
2018年2月会社設立、 2019年操業開始



地域エネルギー事業からのまちづくり拠点例（福島県新地町）

①

④交流センター
・ガラスの機械室 ・サイネージ設備
（イベント情報、まちのPRなども掲載）

②
〇熱導管のサイン化
・地中の熱導管を見せる

③復興学インキュベーション
センター（国立環境研究所と
東京大学新領域等が連携）

・エネルギーまちづくりの社会イノベーション研究拠
点の運営
・模型、パネル・写真展示
、環境教育設備等の設置
・サイネージ設備
（商業施設テナント情報なども掲載）

②地域エネルギーﾈｯﾄﾜｰｸ
（施設・導管ルート）
のサイン化
・舗装（ルートライ
ン、サインプレー
ト、 ハンドホー
ル、など）

〇施設等のサイン
・エネルギー供給・消費量や状況を

視覚的に分かりやすく説明

③ ④

⑤

⑥

熱導管・自営線ルート
18

①見えるエネルギーセンター
環境エネルギー交流・拠点

知己エネループラント、計測装置の見え
るかによる実践教育機会としての活用・
エネルギー消費モニター
・壁面太陽光パネル、緑化
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Management System
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エネルギーセンター

将来展開将来展開

地域発電事業者

ＤＲ

ADRのイベント検討

ＤＲＢＥＭＳ
ＤＲ

ＢＥＭＳ

ＤＲ

ＢＥＭＳ

ＤＲ

公共施設 事務所 住宅

ＤＲ ＨＥＭＳ

発電予測

ＤＲ

ＤＲ

●複合施設群クラウド蓄電池

クラウドと蓄電池側からなる 二階層構
成システム

周波数の変動から需給アンバランスを
把握し、充放電のリアルタイム・同期制
御を実現

クラウド蓄電池制御

●需要予測による高効率利用
複雑な法則や
パターンの抽出

消費電⼒データ

天気、イベント情報

⼤量データ・
情報の収集

Ａ
Ｂ

C

Ｄ

分析

予
測

制
御

ガス消費グラフガス消費グラフ

電力推移グラフ電力推移グラフ

熱量推移グラフ熱量推移グラフ

発電機の
経済的運転に寄与

●低炭素街区への形成、
施設立地・更新の誘導

新開発、復興開発での立地誘導

●地域発電施設、エネルギー
拠点ネットワークとの連携

メガソーラー、ごみ発電との連携

発電管理
設備管理
需給管理

スマートアグリ

学校

ＢＥＭＳ

ＤＲ

●熱電制御による適正利用

先導的な地産地消のスマートのエネルギー事業（ADRの展開）

ホテル・温浴

インセンティブ型

価格変動型

FＥＭＳ

需 要 予 測

再⽣可能エネルギー
FＥＭＳ

住宅

ＨＥＭＳ

ＤＲ

スマートアグリ

ＤＲ

ＤＲ住宅

ＨＥＭＳ

住宅

ＨＥＭＳ
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Fukushima Shinchi Tablet Network 
as a Social Monitoring and Activity Support System

役場

Local Energy Assist

Electricity senor：sensor 
networked with server 
and tablets 

d
istrib

u
te

r

Energy 
Consumtion

Activity 
Ranking

Local Life Assist

C it
Information Assist

Community 
Information Assist

Emergency

Public 
Service

Health

Bulletin 
Board

GIS 
Maps

Survey
Function

Dual-direction 
information 
sharing 
system 

Dual Direction ICT 
Communication System

Electric Message 
Board

Multi user 
information 
sharing system

Frequent 
questionnaire 
system

Real time monitoring

Incentives for efficient 
energy saving activities 

Local 
Event Information 

sharing 
among uses



[本研究課題] 
汎⽤型地域エネル
ギーマネジメントシ
ステムの設計と復
興・まちづくり計
画・評価システム

サブテーマ１．先導
的モデル事業のデー
タ解析によるAI活⽤
の地域エネルギー制
御システムの開発

サブテーマ２．地域
エネルギー事業を拠
点とする地域 復

興・統合まちづくりシ
ナリオ設計システムの

開発

復興まちづくり
事業

地域エネルギー
事業

スマコミ事業業

個々の地域エネ事業、復
興事業、技術をパイロッ
ト・ケースとして体系化

地域エネルギーまちづく
りの事業モデル化、ガイ
ドラインを通じて⼀般化
地域エネルギーまちづく
りのガイドライン
・地域エネルギー供給ｼｽﾃﾑ
・エネルギー需要ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・段階的なまちづくり
・ｺﾝﾊﾟｸﾄ都市拠点形成事業 等

地域エネルギー計画の
効果的なｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業
・浜通り地域の⾃治体へのス
タッツベルゲ型エネルギー事業
・復興まちづくりコンサルティ
ング事業
・循環経済計画づくり 等

浜通り事業から発信する
先導社会システムイノ
ベーションモデルの展開
・国内、海外都市への復興まち
づくりコンサルティング事業展
開 等
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‐低炭素技術
‐循環技術

‐産業共生技術
‐社会制度

‐土地利用転換

地域住民・事業者が参画する対話型合意形成プロセス

自治体・住
民・事業者

ナレッジコンサルティング・ハブ

地域生活
ニーズ

地域環境
の「たな
おろし」

地域環境
情報

地域エネルギー拠
点地区のデザイン
（技術・空間・生活）

地域エネル
ギーまちづくり

地域の将来ビ
ジョンの構築

都市空間
解析システム

地域統合
評価モデル

地域エネル
ギーまちづくり
の技術・政策
メニュー
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